
ファカルティ・ディベロップメント推進経費要求書

(その1)

総　合
順　位

要
求
額

千円
事　業　名

主実施学部・学科・研究科

(事業の概要)

(研究組織体制)

(事業の目的・意義及び期待される成果等)

教官と学生間の効果的な学習成果のフィード
バックと自己学習法の改善

学校教育研究センター・教育工学分野

本研究課題の「教官と学生間の効果的な学習成果のフィードバックと自己学習法の改善」は、わか
る授業や面白い授業、さらに学んだことを学生が自己点検できるような授業改善の方法を開発し、主
としてネットワークやデジタル機器を用いて使ってそのその方法を検討し、それを教官と学生が利
用するための手引きを作成することである。

本研究の研究組織は、本学5講座、及び学校教育研究センターと情報処理センターの教官で構成する。

研究代表　成田　滋　　学校教育研究センター　　　研究の総括、デザイン、評価の担当
　　　　　長瀬久明　　　同上　　　　　　　　　　学習成果のフィードバック方法の研究
　　　　　金丸晃二　　教育方法講座　　　　　　　授業改善のための学生のニーズ調査　
　　　　　堀江祐爾　　言語系教育講座　　　　　　わかる授業の要因分析と学習成果の評定方法
　　　　　本間　均　　自然系教育講座　　　　　　わかる授業の要因分析と学習成果の評定方法
　　　　　福本謹一　　芸術系教育講座　　　　　　自己学習法の検討　
　　　　　畑野裕子　　生活・健康系教育講座　　　自己学習法の検討
　　　　　森広浩一郎　情報処理センター　　　　　ネットワーク上の授業評価方法の担当

大学改革の一つは、学生の現代的なニーズに応える「面白い授業」、「わかる授業」、「学生に
評価しやすい授業」の提供にある。そのためには、授業のさまざまな工夫が要求されている。
授業の活性化には、教官の授業の改善努力と学ぶ意欲に燃えた学生の評価というフィードバッ
クが必要である。本研究は、全学的取組みとして視聴覚機器やデジタル機器とネットワーク
を組み合わせた総合的な学習成果のフィードバック方法を提案し、大学の授業改善に資する
ことに意義がある。本研究の期待される成果としては、学生の学習意欲を高める授業改善が、
教師の人材育成につながると同時に、教師が教室で魅力のある教え方を実践するための必要
なスキルの習得にも応用できる。
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(その 2)

区　　　　分

要
　
　
　
求
　
　
　
額
　
　
　
内
　
　
　
訳

(目)　諸　謝　金　　　　　

(目)　職  員  旅  費

(目)　講師等旅費

(目)　校　　費

備　　考数量 単価 金　　　　額

円

計

千円

専門知識提供　　　　　2人　　@50,000                    100,000

手引き書原稿　　　　  10人 　　@5,000                       50,000      　　

社 --東京　　　　　　　2人　　@50,000                    100,000

 社 --大阪　　　　　　    2人　　@10,000                      50,000

 社 --大阪　　　　　　    2人　　@10,000                      50,000

社 --東京　　　　　　　2人　　@50,000                    100,000

備品　プロジェクター　　1台　　@700,000　         　　700,000
情報端末　　　　　　　　2台　　@150,000　         　    300,000
印刷費　　　　　　　　100冊　   　@1,000                      100,000
郵送費　　　　　　　　　50冊　　    @120                        60,000
 　　　　　　　　　　　　


